
科学技術情報連携活用推進事業 平成２１年度概算要求額：１，９５２百万円

 

（平成２０年度予算額：１，６４０百万円）

概要

要求のポイント

・基本情報の整備

・連携活用システム等の整備 データ連携精度の向上、外部連携機能、分析可視化、コミュニティ機能等の付加（＋１４４百万円）

研究成果（論文等）の網羅性向上【資料収集費

 

＋６９百万、書誌データ作成

 

＋６６百万、調査＋３０百万等】（＋１６８百万）

我が国の研究開発活動をサポートし、分野や業種を超えた知の融合、産学官連携を触発するため、研究開発活動や知的財産戦略(知的財産推進

 
計画2008)に不可欠な基本的な科学技術情報を体系的に収集・整備、蓄積し、それを基に、インターネット上に散在する様々な科学技術情報を連

 
携するシステムを構築し、我が国のイノベーション創出を加速させる。

ＡＬＬ

 

ＪＡＰＡＮの信頼性・関連性の高い科学技術情報を入手可能

WEB上の様々な科学技術情報

例）

 

科学技術ニュース、論文

安全・安心に関する様々な情報
例）

 

化合物情報、製品安全情報等

研究者、研究機関、研究成果（論文、特許）、知財辞書等の基本情報を
相互の関連、詳細情報へのリンク、表記の違い等と共に体系的に整備

基本情報の整備

基本情報を中継点として様々な科学技術情報をつなぐための
システムを整備。

連携活用システム等の整備

「科学技術情報」
「安全・安心」に関する情報

科学技術情報の
横断的利用を促進

研究開発活動の
ライフライン整備

 
 

異業種連携や異分野交流促進

 
知の融合によるイノベーションの加速

より詳細に

・科学技術情報をつなぐ中継点

連携活用システム

・科学技術の今がわかる統計・分析

［関連する研究者、研究機関、研究成果（物性、遺伝子
等のデータベース）などの情報］10 （10）百万円

200（56）百万円

その他基盤整備等 10（10）百万円

・科学技術コミュニティ

をもっと身近に

必須

新たな知を入手

研究開発動向の「今」が分かる

ＡＬＬ

 

ＪＡＰＡＮの信頼ある科学技術情報
例）

 

NDL、NII、JSTのﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ等

情報間の関

 

連を可視化

関連の情報

 

へ案内

バイオマスエネルギー

（JSTの科学技術用語辞書等により統制）

国内研究ファンド額

研究課題数

（省略）
日
本

米

欧

他

外
国

破線は予測

特許

技術論文

2003 2004 2005 2006 2007

会議報告

バイオマスエネルギー

（JSTの科学技術用語辞書等により統制）

国内研究ファンド額

研究課題数

（省略）
日
本

米

欧

他

外
国

破線は予測

特許

技術論文

2003 2004 2005 2006 2007

会議報告

暗黙知の共有

仮想ｺﾐｭﾆﾃｨ

基本情報の整備 ALL JAPANの情報をつなぐためのキーとなる基本的な情報

特許情報 研究課題情報論文情報 研究者情報 研究機関情報
112 （109）百万円1､265 （1,100）百万円 98（98）百万円

連携のために必須

知財辞書
256 （256）百万円

激しい国際競争の中我が国のイノベーション創出を加速させるためには、分野や業種を超えた知の融合を支援する環境の構築が不可欠

背景

目的

参考
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①
 

基本情報をキーとした情報間の関連付け

エチゼンクラゲ

（上位語）ハチクラゲ類

（関連語）・・

クラゲ由来のコ

 
ラーゲン..

ﾊﾁｸﾗｹﾞ類（関連語）

ヒアルロン酸

ハチクラゲ類

（下位語）ｴﾁｾﾞﾝｸﾗｹﾞ

（最近の関連特許）

クラゲ由来の..

（最近の関連特許）

クラゲ由来の..

上位語

最近の関連特許

関連物質

エチゼンクラゲ

【想定利用例】

最近の関

 

連文献

発明者

出願人

文献の原文へ

研究者、機関

 

等の所在へ

関連の詳細等へ

関連の詳細等へ

ニュースサイト等の気になる用

 
語や研究者名などから

（より専門で詳細な情報など）

（意外な発見など）

キーとなる基本情報はキーとなる基本情報はJSTJSTが蓄積したが蓄積した

 
ノウ の結晶情報資源とノウハウの結晶

エチゼンクラゲで

 
困っている..

化粧品として有効活

 
用できるかも！
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②
 

情報間の関連や利用動向の分析可視化

タンパク質・・・

（実施者）○○さん

（領域）・・

大阪大学・・・

（所属研究者）

バイオ・・・

○○さん

（所属）大阪大学・・

（成果論文）

バイオクリスタル..

（著者） ○○さん
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森×高野

森×井上

高野×井上

森勇介

高野和文

井上豪

タンパク質完全結晶創成
2005～）：JST CREST

蛋白質の「配列－構造－安定性」
相関の系統的解析
（2002～2005）：JST さきがけ

2種のプロスタグランジン合成酵素
の構造解析と医薬品への応用
（2001～2004）：JST さきがけ

レーザー照射による結晶化技術

蛋白質構造解析の研究
（結晶化が課題）

森勇介（大阪大学）

井上豪（大阪大学）

高野和文（大阪大学）

異分野の共同研究による
ブレイクスルー

(例）「タンパク質の結晶化技術」（科学技術政策担当大臣賞）の事例を参考にした想定イメージ

（発表論文数）

（発表年）

2005 20062007

関東

東北

北海道

中部

四国

九州

中国 近畿

沖縄

甲信越

別角度の分析へ

教授

準教授

助教

その他

関東地方の各クラスの

パフォーマンス(2007）

2005 20062007

関東

東北

北海道

中部

四国

九州

中国 近畿

沖縄

甲信越

別角度の分析へ

教授

準教授

助教

その他

関東地方の各クラスの

パフォーマンス(2007）

時系列分析

地域別統計など

利用
ログ

【想定利用例】

基本情報間の関連を

らに 精度をさらに網羅性と精度を

 
た向上したうえで

成果論文

所属機関

大阪府吹田（所在地）

（所属） 大阪大・・

著者所属

動向調査に

評価に

実施者

ら
分
析
可
視
化

様
々
な
角
度
か
ら
分
析
可
視
化
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